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令和７年度「世界エイズデー」キャンペーンテーマについて 

 

１ キャンペーンテーマ 

Ｕ＝Ｕ 検出されない＝性感染しない 

 

２ 趣 旨 

  本キャンペーンテーマは、主として次に掲げるメッセージを発信するものです。 

 

  これまでＨＩＶとエイズに対して様々な取組がなされてきました。 

治療法の進歩によりＨＩＶ陽性者の予後が改善された結果、ＨＩＶ陽性者は感染の早

期把握、治療の早期開始・継続によりエイズの発症を防ぐことができ、ＨＩＶに感染して

いない人と同等の生活を送ることが期待できるようになりました。また、近年では、ＨＩ

Ｖ治療を受け、血液中のウイルス量が検査で検出できない程度に最低６ヶ月以上継続的

に抑えられているＨＩＶ陽性者からは、性行為によってＨＩＶが感染することがないこ

とも確認されています。このことは、Undetectable（検出限界値未満）＝Untransmittable

（ＨＩＶ感染しない）、略して「Ｕ＝Ｕ」と呼ばれています。 

つまり、治療の進歩でＨＩＶ陽性者の生活は大きく変わり、ＨＩＶ感染の予防にも、そ

の進歩に支えられた様々な選択肢が用意されるようになりました。しかし、現状はそう

した変化が正確な情報として十分に伝わっているとは言えず、有効な治療法がなく死に

至る病であった時代の認識にとどまっている場合が少なくありません。そのことがＨＩ

Ｖ感染を心配する人たちを検査や治療から遠ざけ、また、差別や偏見を招く要因の一つ

になっているとも言われています。 

 

そこで、今年度の「世界エイズデー」キャンペーンテーマは、この「Ｕ＝Ｕ」という言

葉をより一層浸透させることで、もう一度ＨＩＶとエイズのことを皆で考えてみましょ

うというメッセージが込められています。ひとりでも多くの人がＨＩＶとエイズのこと

を自分の事として捉え、ＨＩＶとエイズに関する検査や治療、支援などの知識を身につ

ける契機とし、最新の知識の普及を通じて、ＨＩＶ検査の受検促進や差別・偏見の解消に

つなげていきたいと考えています。 

 

３ 留意点 

キャンペーンテーマは上記趣旨を踏まえ、世界エイズデー関連イベントに限らず、啓

発資材や講演・研修会の内容への盛り込み、名刺やメール署名への記載等、年間を通じ、

啓発活動の場において広くご利用ください。 

  キャンペーンテーマの趣旨は、エイズ予防情報ネットにも掲示いたしますので、ウェ

ブサイト等で啓発活動を展開する場合のリンク先として適宜ご活用ください。 

（https://api-net.jfap.or.jp/index.html） 


